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論文の内容の要旨

　全光デバイス用高速応答非線形材料開発に関する基礎的知見を得る目的で，ナノメートル級金属微粒子を

誘電体中に均一に分散させた材料の試作を進めた。スパッタ法やMBE法などの従来法は，生産性が高い方

法は位置制御やサイズ制御が困難であり性能上の問題があり，位置制御やサイズ制御性が高い方法は生産性

が低いなどの問題がある。これに対して，この両者を確保できる手法が開発できれば応用面での寄与が大き

い。この観点から有力な方法であると期待されるのが，負Cuイオン注入法である。従来の正イオン注入法

は絶縁体での帯電が大きくなり，大電流での注入が困難であるが，この点を克服できることが期待できる。

本研究では，負C泌イオン注入法によるナノメートル級金属微粒子を誘電体中に均一に分散させた材料の作

成を試み，創製した試料の光学特性評価を行った。用いた材料はシリカガラスおよびポリマーである。シリ

カガラスでは，高い電流密度での注入が可能になり，その結果として照射ままの状態で，試料表面近傍にナ

ノメートル級金属微粒子がほぼ均一に分散した形で形成されることを見いだした。このことは，負Cuイオ

ン注入時にナノメートル級金属微粒子が形成されていることを意味しており，その機構について検討した。

また，得られた試料には2．2eV近傍に明確な表面プラズモンによる光吸収が観測され，所期の基礎的光学

特性の達成を確認した。ポリマーでは，高密度ポリエチレン（HD囲），ポリスチレン（PS），ポリカーボネー

ト（PC）について研究を進め，ポリマーにおいても照射ままの状態でナノメートル級金属微粒子が形成さ

れることを見いだした。ポリマーではナノメートル級金属微粒子の形成と負C以イオン照射量との関係は単

純ではないことが分かったが，これはシリカガラスと比べてポリマーの耐照射性が低いことと関係している

と考え，この点につき検討を進めた。デバイス用材料として，ポリマーは有望な将来材料と考えられ，その

利用につき可能性を示すことが出来た。本研究では，ナノメートル級金属微粒子を制御した状態で誘電体中

に均一に分散させる方法を提出し，全光デバイス用高速応答非線形材料開発に関する有用な基礎的知見を与

えた。
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審査の結果の要旨

本研究は，全光デバイス用高速応答非線形材料開発に関する基礎的知見を得る目的で研究を進め，ナノメー

トル級金属微粒子を制御した状態で誘電体中に均一に分散させる方法を提出しており，上記材料開発に関す

る有用な基礎的知見を与えている。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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